
1 月
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土 土曜参観
7 日
8 月 代休
9 火

10 水
11 木 三者懇談
12 金 三者懇談
13 土
14 日
15 月
16 火 三者懇談
17 水 三者懇談
18 木 給食終了
19 金 終業式
20 土 夏季休業開始
21 日
22 月 中学生サミット
23 火 小学生クラブ体験
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

7月　おもな行事予定

1 木
2 金
3 土
4 日
5 月
6 火
7 水
8 木
9 金

10 土
11 日 山の日/学校閉庁日
12 月 振替休日/学校閉庁日
13 火 学校閉庁日
14 水 学校閉庁日
15 木 学校閉庁日
16 金
17 土
18 日
19 月 1年林間学習保護者説明会配信開始
20 火
21 水
22 木
23 金
24 土
25 日
26 月 ２学期始業式
27 火 給食開始
28 水
29 木 全委員会
30 金
31 土

学校閉庁日は、転出入等
を含め校内での手続きや
活動は一切行っておりま
せん。ご了承ください。

                                                                                                

     

                                                    

                             
 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

寝屋川二中・学校だより 

池田の里 
寝屋川市立第二中学校 
令和６年度７月号 
令和６年６月２５日(火)発行 

校 長  清 水 通 生 

今回は、保護者からとても素晴らしい作文があるので、是非、読んでほしいというお話がありました。ここで大阪青

凌中学校３年の藤田壮眞さんが第 73 回全国小・中学生作文ｺﾝｸｰﾙで、文部科学大臣賞を受賞した作文を紹介します。 

 

自閉症を持つ私から見た日常 

 

 私は重度自閉症である。いつも叫び出したい衝動を感じている。でも叫ばない。叫んではいけないと学んだからだ。

この作文で私から見える世界を、みんなに共有したい。 

 小学校は支援級に在籍していたが、現在は中高一貫で少人数制の私立中学に通っている。４歳の時に注意欠陥多動

優勢の自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑと診断を受けた。小学６年生の時に身長が止まり、成長ホルモンを毎日注射している。身長は

146cm で、15 歳男子平均より 20cm 以上低い。 

 家族とﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝに行くと、店員が「子供椅子はいりますか」と笑顔で聞く。耐える私に、今度はｷｯｽﾞﾒﾆｭｰを差し

出してくる。見た目で判断しないでください。そう伝えたいけれど、見た目で子供なのだから、店員を責められない。

やりどころの無い怒りを抱えて私は黙る。 

 私は授業中によそ見をしてしまう。宿題のお知らせを聞き逃し、やってこない。不真面目で意欲を持っていないと

評価される。悲しい出来事で、何度も泣いた。 

 真面目に授業を受ける気持ちで座っているが、教室はその気持ちを阻む様々な情報であふれている。ｸﾗｽﾒｲﾄの動き

やきぬ擦れの音がとても不快な音でｼﾞｬﾘｼﾞｬﾘと聞こえる。ﾉｰﾄの上を動くｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙの音は不協和音で合奏している。

ｴｱｺﾝの音がごおごおと鳴り、隣の教室からも似た物音が聞こえてくる。等々きりが無い。 

 私はいつも叫び出してしまいそうで、疲れ果てている。先生の声は、200ｍ先の、遠くのﾄﾝﾈﾙの向こうから聞こえ

る感じで、なかなか拾えない。 

 自閉症なのによく喋ることが出来るね、と言われる事がある。私は人と関わるのが大好きであるし、お喋りも好ん

でする。だがｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがしっかりとれているわけではないようだ。私を母はたまにﾗｼﾞｵと呼ぶ。一方的に喋って満

足してしまうからだ。 

 人の気持ちを読み取るｱﾝﾃﾅが通常なら５本立っているならば、私は１本しか立っていないからだ。私は自分の気持

ちも分からない。心を自分に感じない。だけど、相手を泣かせた時は、私の目から涙が出てくる。悲しい気持ちだと

教わるけれど、なかなかつかむことが出来ないでいる。 

 自閉症の子供が産まれて、悲しむ家族もいるだろう。でも私達は学ぶし、成長する。人の気持ちが分かりにくいけ

れど、人が嫌いではない。小学校では床で寝転んでいたが、今は椅子に座り、必死に勉強している。 

私達にはみんなと同じだけの未来があり、期待を持っている。私が間違った時は、あきらめないで教えて欲しい。私

もこの困難な世界に向き合い、痛みを知っているぶんだけ、弱さを持っているぶんだけ、他の誰かに優しくなれる大

人になりたいと考えている。 

 

 

6/13(木)～6/14(金) 2年生宿泊学習(東大阪方面)                                       

6/5(水)～6/7(金) 3年生修学旅行(福井・石川方面)                                       

  

☆賞状伝達☆ 

【柔道部】 

第 74回寝屋川市民体育大会 

優 勝 中学１・２年の部 男子１名 

中学３年の部   男子１名 

第３位 中学３年の部   男子２名 

夏季北河内柔道大会 

 団体の部 優 勝        男子 

 個人の部 優 勝 男子１名、女子１名 

      準優勝      男子２名 

      第３位      女子１名 

6/14(金) 1年生校外学習(グリーニア)                                       

  

 人はそれぞれに違いがあり、様々な個性があります。強みもあればもちろん弱みもあります。一人ひとりの違いを

理解して受け入れることは、これからの社会を生きるうえでとても大事なことです。もちろん、あなたと友人との間

で意見が異なる時もあるでしょう。それはおかしなことではなく、むしろ普通と言えることでしょう。世の中には人

の数だけ意見があり、全ての意見が自分と同じなんてありえないですよね。自分の考えとは違う意見は、新しいもの

の見方や考え方を知るﾋﾝﾄになります。自らを成長させるﾁｬﾝｽととらえ、自分とは違う意見にも素直に耳を傾けてみまし

ょう。 

双葉学園 寝屋川市立第二中学校長  清水 通生 

 


